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史
的
価
値
1

小
樽
商
科
大
学

グ
ロ
ー
カ
ル
戦
略
推
進
セ
ン
タ
ー
地
域
経
瀦
研
究
部

学
術
研
究
員

高

野

宏

康船前…レし44
 

J

喧の

一一LJ
雌

叩

L

た一し
一元
γ

を日ル
ム
山
町

w－

今
年
（
平
成
却
年
）

4
月
、
北
前
船
の

寄
港
地
・
船
主
集
落
が
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
た
こ
と
で
、
ま
さ
に
今
、
北
前

船
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
港
湾
都
市

で
あ
る
小
樽
は
そ
の
出
発
点
か
ら
北
前

船
と
の
関
係
が
深
く
、
現
在
も
北
前
船

主
た
ち
が
作
っ
た
倉
庫
群
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
北
前
船
の
遺
産
が
息
づ
い

て
い
ま
す
が
、
現
時
点
で
小
樽
は
、
日

本
遺
産
の
構
成
自
治
体
に
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
改
め
て
、
北
前
船
寄
港
地

と
し
て
の
小
樽
の
特
徴
と
そ
の
歴
史
的

価
値
を
検
証
し
ま
す
。

1
北
前
船
と
は
伺
か

北
前
船
は
、
江
戸
中
期
か
ら
明
治
後

期
に
か
け
て
、
蝦
夷
地
（
北
海
道
）
と

か

み

が

た

か

い

せ

ん

上
方
を
往
来
し
た
廻
船
で
、
各
地
の
産

物
の
流
通
、
人
の
移
動
や
文
化
の
伝
播

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
北

前
船
の
特
徴
の
一
つ
は
、
船
主
が
高
品

を
購
入
し
て
他
地
域
で
販
売
す
る
「
買

づ
み積
」
と
呼
ば
れ
る
経
営
形
態
を
取
っ
て

お
り
、
商
業
と
輸
送
業
を
兼
業
し
て
い

る
船
主
が
多
か
っ
た
乙
と
に
あ
り
ま

す
。
当
時
、
地
域
間
の
価
格
差
が
大
き

か
っ
た
こ
と
を
利
用
し
て
、
船
主
た
ち

は
莫
大
な
利
益
を
上
げ
ま
し
た
。
一
方
、

難
船
し
た
際
な
ど
の
損
失
は
全
て
船
主

が
負
担
す
る
た
め
、
リ
ス
ク
と
表
裏
一

体
で
も
あ
り
ま
し
た
。

「
北
前
船
」
の
呼
称
は
、
も
と
も
と

大
阪
や
瀬
戸
内
海
の
人
た
ち
が
日
本
海

方
面
に
向
か
う
船
や
、
船
乗
り
を
「
北

前
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
に
由
来
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
北
前
船

主
の
出
身
地
で
あ
る
北
陸
地
方
で
は
、

こ
の
船
は
「
弁
財
船
工
千
石
船
」
「
バ
イ

船
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
な
ど
、
各
地

に
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
呼
称
が
あ
り
ま

す
。
北
海
道
で
は
「
弁
財
船
」
の
ほ
か
、

あ
お
た
が

「
青
植
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
春
先
に
北
前
船
が
青

た
が

い
真
新
し
い
「
植
」
の
は
ま
っ
た
酒
樽
を

あ
お
た
が

積
ん
で
入
港
し
て
く
る
と
、
尋
問
植
が
来

た
」
と
い
っ
て
喜
ば
れ
た
こ
と
に
ち
な

み
ま
す
。
北
前
船
主
の
出
身
地
は
、
北
陸
、
東

北
、
山
陰
、
瀬
戸
内
海
な
ど
広
範
囲
に
わ

た
り
ま
す
。
小
樽
と
関
わ
り
が
深
い
船

主
は
北
陸
出
身
者
が
多
い
の
で
す
が
、

日
本
海
航
路
に
進
出
し
て
貿
積
経
営
を

行
っ
た
船
主
は
各
地
に
多
数
存
在
す
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
で
は
、
船
主
の
出
身
地
は
あ
ま
り
限

定
せ
ず
、
航
路
と
経
営
形
態
を
重
視
す
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る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

北
前
船
は
時
代
に
よ
っ
て
様
々
な
船

型
が
あ
り
、
「
北
前
船
」
と
い
う
一
つ

の
船
型
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
回
世
紀
初
頭
に
主
流
と
な
っ
た
の

が
「
弁
財
船
」
で
、
北
前
船
の
代
名
調

と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
弁
財
船
」
は
天

保
期
以
後
、
蝦
夷
地
の
出
港
税
を
軽
減

す
る
た
め
、
船
首
・
船
尾
の
反
り
を
大

き
く
し
、
一
周
幅
や
深
さ
を
小
さ
く
し
て

実
際
に
積
め
る
石
数
が
大
き
く
な
っ
て

い
き
、
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
船
型
へ
と
変

化
し
て
い
き
ま
す
。
上
方
と
江
戸
の
聞

を
航
渇
し
た
弁
財
船
と
は
異
な
る
た

め
、
「
北
前
型
弁
財
船
」
と
区
別
さ
れ

て
い
ま
す
。

明
治
叩
年
代
に
入
る
と
、
多
数
の
帆

を
用
い
た
西
洋
裂
が
登
場
し
ま
す
。
船

体
は
弁
財
船
で
、
帆
は
西
洋
型
の
「
合

の
子
船
」
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
明

治
初
年
代
に
な
る
と
、
北
前
船
主
た
ち

は
汽
船
を
導
入
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す

が
、
汽
船
は
毎
週
の
よ
う
に
運
航
し
、

運
賃
積
中
心
だ
っ
た
た
め
、
狭
義
の
北

前
船
と
は
区
別
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
北
前
船
の
定
義
に
は
議
論
が
あ
り

ま
す
が
、
日
本
海
を
通
じ
て
北
の
梅
を

往
来
す
る
航
路
と
、
買
積
を
行
う
商
人

船
主
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
、
特
徴
と

い
え
ま
す
。

龍徳寺金比羅殿の船絵馬（明治27年奉納）

2
北
前
船
寄
港
地
と
じ
て
の

小
樽
の
特
徴

北
前
船
に
と
っ
て
、
北
海
道
は
決
定

的
に
重
要
な
場
所
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
は
本
州
視
点
が
ほ
と
ん
ど
で
、

、
北
前
船
の
意
義
は
、
北
海
道
民
良
身
に

も
あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
ま
た
、
北
海
道
で
北
前
船
と

の
関
係
が
言
及
さ
れ
る
の
は
道
南
（
江

差
、
松
前
、
商
館
）
が
中
心
で
、
小
樽
の

特
徴
は
十
分
理
解
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

江
戸
時
代
、
北
前
船
は
ニ
シ
ン
の
〆

粕
や
昆
布
な
ど
の
海
産
物
、
木
材
な
ど

を
江
差
、
松
前
、
函
館
な
ど
の
道
南
の

寄
港
地
か
ら
上
方
方
面
へ
と
積
み
出

し
、
本
州
か
ら
米
、
み
そ
、
し
よ
う
ゆ

等
の
食
糧
品
、
紙
、
ろ
う
そ
く
、
衣
類

な
ど
の
生
活
物
資
を
北
海
道
に
も
た
ら

し
ま
し
た
。
安
政
2
（1
8
5
5
）
年
口

丹
、
幕
府
が
積
丹
半
島
神
威
岬
以
北
へ

の
婦
女
子
往
来
の
禁
を
解
除
し
た
こ
と

で
、
北
海
道
沿
岸
に
居
住
地
が
増
加
し
、

北
前
船
は
更
に
活
動
範
囲
を
拡
大
し
て

い
き
ま
し
た
。
明
治
2
（1
8
6
9
）年、

蝦
夷
地
が
北
海
道
に
改
称
さ
れ
、
開
花

使
が
設
置
さ
れ
る
と
各
地
か
ら
開
拓
民

が
押
し
寄
せ
、
人
口
が
急
増
し
て
い
き

ま
す
。
北
前
船
は
従
来
の
交
易
に
加
え
、

開
拓
民
の
生
活
を
支
え
る
生
活
物
資
を

運
ぶ
と
い
う
新
た
な
役
割
を
担
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
小
樽
港
は
、
新
た
な

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
北
前
船
の

重
要
な
寄
港
地
の
一
つ
と
し
て
発
展
を

遂
げ
て
い
き
ま
し
た
。
北
前
船
は
北
海

道
開
拓
を
支
え
、
小
樽
の
発
展
の
基
礎

を
築
い
た
と
い
え
ま
す
。

当
初
、
北
前
船
で
に
ぎ
わ
っ
た
の
は
、

明
治
4
年
に
梅
官
所
が
移
転
し
た
信
香

馬
辺
で
し
た
。
勝
納
川
沖
に
は
多
数
の

船
が
集
ま
り
、
問
屋
が
開
店
、
遊
郭
が

軒
を
連
ね
る
よ
う
に
な
り
、
市
街
地
が

形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
開
拓
使
小

す1

ι1 
匂炉

IS大家倉庫（明治24年建築）
i庁

旧小樽倉庫（明治23年～27年建築）
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輔議誠一
機感t

明治36年当時の小樽港の様子。奥には、建設中の北防波堤、手前には、
帆を降ろし停泊する多くの北前船が見える。 小樽市総合博物館蔵

樽
出
張
所
の
前
の
海
岸
に
ガ
ラ
ス
張
り

の
常
夜
灯
台
が
設
置
さ
れ
、
船
乗
り
た

ち
の
目
印
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
日
年

の
大
火
後
、
信
香
か
ら
入
船
町
方
面
に

小
樽
の
中
心
が
移
動
す
る
と
と
も
に
、

廻
船
問
屋
、
船
宿
な
ど
は
有
幌
町
、
港

町
、
堺
町
な
ど
に
集
ま
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

3
小
樽
に
残
る
北
前
船
の
遺
産

小
樽
は
、
北
前
船
船
主
の
集
落
で
は

な
く
北
前
船
寄
港
地
で
あ
り
、
船
主
た

ち
の
豪
勢
な
邸
宅
が
あ
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
北
前
船
主
た
ち
が
北

海
道
に
進
出
し
、
新
た
な
展
開
を
遂
げ

て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
さ
ま
ざ
ま
な

遺
産
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
樽
の
特

徴
的
な
景
観
を
形
成
し
て
い
る
倉
庫
群

は
、
北
前
船
主
た
ち
に
よ
っ
て
建
設
さ

れ
て
い
ま
す
。
明
治
初
年
代
に
北
前
船

主
た
ち
は
、
次
々
と
小
樽
で
営
業
倉
庫

と
い
う
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
展

開
し
て
い
き
ま
し
た
。

北
前
船
主
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
倉

庫
の
多
く
は
、
小
樽
市
指
定
歴
史
的
建

造
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ン
プ
ル
な

木
骨
石
造
の
倉
庫
で
す
が
、
シ
ャ
チ
ホ

コ
、
越
屋
根
、
ニ
重
ア

l
チ
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
意
匠
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

旧
小
樽
倉
庫
（
明
治
加
｜
幻
年
）
、
旧
増

田
倉
庫
（
明
治
加
年
）
は
、
「
北
前
船
の
里
」

と
し
て
知
ら
れ
る
石
川
県
加
賀
市
橋
立

町
出
身
の
船
主
に
よ
っ
て
、
旧
広
海
倉
庫

（
明
治
泣
年
）
、
旧
大
家
倉
庫
（
明
治
凶
年
）

は
、
同
じ
く
加
賀
市
瀬
越
町
出
身
の
広
海

二
一
ニ
郎
、
大
家
七
平
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

建
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
右
近
倉
庫
（
明

治
幻
年
）
と
旧
中
村
倉
庫
（
明
治
問
年
）

は
、
福
井
県
の
河
野
村
（
現
・
南
越
前
町
河

野
）
出
身
の
船
主
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
、

北
陸
の
船
主
た
ち
と
の
深
い
関
係
が
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

倉
庫
以
外
の
建
築
物
で
は
、
堺
町
に

旧
広
海
ニ
三
郎
商
店
（
明
治
叫
年
以
前

の
建
築
、
現
・
お
た
る
瑠
璃
工
房
）
、

旧
塩
田
別
邸
（
大
正
元
年
頃
建
築
、
現
・

夢
二
亭
）
が
あ
り
ま
す
。
旧
塩
田
別
邸

は
大
家
家
な
ど
の
北
陸
の
北
前
船
主
と

関
係
が
深
い
塩
田
回
漕
店
を
経
営
し
て

い
た
塩
田
安
蔵
の
別
邸
で
す
。
住
吉
神

社
の
第
一
鳥
居
は
、
明
治
目
年
に
大
家

七
平
と
広
海
二
三
郎
が
共
同
で
寄
進
し

た
も
の
で
、
境
内
に
は
北
前
船
関
連
の

寄
進
物
が
多
数
現
存
し
て
い
ま
す
。
北

前
船
が
描
か
れ
た
船
絵
馬
が
、
龍
徳
寺

金
比
羅
殿
に
八
臣
、
祝
津
恵
美
須
神
社

に
二
面
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
船
絵
馬
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は
、
目
に
見
え
る
北
前
船
の
遺
産
と
し

て
非
常
に
貴
重
な
存
在
と
い
え
ま
す
。

か
つ
て
、
立
岩
通
り
の
先
に
あ
っ
た
立

岩
は
北
前
船
の
船
乗
り
た
ち
の
ラ
ン
ド

マ
i
ク
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
海
水

浴
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た

が
、
大
正

8
（1
9
1
9）
年
に
埋
立
て

工
事
で
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

祝
津
の
日
和
山
は
、
船
乗
り
た
ち
の
目

印
に
な
っ
て
お
り
、
明
治
同
年
に
は
、

灯
台
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

4
「
日
本
遺
産
』
に
認
定
さ
れ
た

北
前
船
寄
港
地
と
小
樽
の

醗
史
的
価
値

「
日
本
遺
産
」
は
、
文
化
庁
が
2
0
1
5

年
度
に
創
設
し
た
制
度
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
の
文
化
財
を
ス
ト
ー
リ
ー
と
し

て
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
、
観
光
資
源

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
制

度
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

認
定
さ
れ
た
北
前
船
の
「
日
本
遺
産
」

は
、
日
自
治
体
（
函
館
市
、
松
前
町
、
鯵
ケ

沢
町
、
深
浦
町
、
秋
田
市
、
酒
田
市
、
新
潟

市
、
長
岡
市
、
加
賀
市
、
敦
賀
市
、
南
越
前

町
）
の
連
携
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
ま
し

た
が
、
今
後
、
関
連
自
治
体
を
追
加
認

定
し
て
い
く
形
を
取
っ
て
い
き
ま
す
。

本
稿
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
小
樽
は
、

北
前
船
寄
港
地
と
し
て
重
要
な
場
所
で

あ
り
、
北
前
加
関
連
文
化
遺
産
が
多
数

残
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
現
在
認
定
さ

れ
て
い
る
北
陸
の
寄
港
地
・
船
主
集
落

と
の
関
係
が
深
く
、
更
に
北
海
道
開
柘

期
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う

独
自
の
歴
史
的
価
値
も
持
っ
て
い
ま

す
。
本
市
の
北
運
河
周
辺
地
域
や
港
湾

は
北
前
船
と
の
関
係
が
深
く
、
そ
の
歴

史
的
価
値
を
生
か
す
こ
と
で
よ
り
、
効

果
的
な
活
用
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
小
樽
の
北
前
船
寄
港
地
と
し
て

の
歴
史
的
価
値
を
改
め
て
再
発
見
し
活

用
し
て
い
く
と
と
は
、
小
樽
の
地
域
振

興
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
の
北
前

船
文
化
の
歴
史
的
価
健
の
深
化
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
い
え
ま
す
。

門
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考
文
献
〕

『
北
前
船
と
小
橋
・
後
士
山

1
陵
史
文
化
の
ル
i
ツ
を
訪
ね
て

5』

（
小
樽
商
科
大
学
グ
口
カ
ル
戦
略
推
進
セ
ン
タ
ー
地
域

経
済
研
究
部

2
0
1
6年）

s I特集

土
屋
属
三
『
江
戸
期
と
明
治
期
の
北
前
船

ー
北
海
道
視
点
か
ら

ih

町
北
前
船
に
か
か
る
論
考
・
考
察
集
』

（
金
問
北
前
総
研
究
会

2
0
1
6年）

中
西
聡
『
北
前
船
の
近
代
史

海
の
豪
商
た
ち
が
遺
し
た
も
の
』

（
成
文
堂
2
0
1
3年）

牧
野
隆
信
『
北
前
船
の
研
究
』

（
法
政
大
学
山
出
会

1
9
8
9
年）

『
新
版
北
前
総
考
』

市
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー

1
9
7
2年）
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